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産
物
の
地
産
地
消
で
健
康
的
な
生
活
を

近
郊
農
業
振
興
を
目
指
す
、
市
内
農
業
の
取
り
ま
と
め
役

　
羽
村
市
農
業
団
体
協
議
会

　
市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

る
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
々
の

活
動
を
知
り
、
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
議
会
の
役

割
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】
農産物直売所にて
（羽村市農業団体協議会の皆さん）

農
市民インタビュー44

農
団
協
の
活
動
と
、

皆
さ
ん
が
育
て
て
い
る
農
産
物
は

小
作　
裕
徳
さ
ん（
会
長
・
76
歳
）

　
農
団
協
は
、
市

内
の
各
農
業
団
体

や
各
地
区
の
代
表

者
を
理
事
と
し
て

構
成
さ
れ
、
市
内
農
業
の
取
り
ま
と
め

役
を
担
う
団
体
で
す
。
主
な
活
動
に
は

「
は
む
ら
市
民
と
産
業
の
ま
つ
り
」で
の

農
作
物
の
品
評
会
・
即
売
の
運
営
、
市

役
所
で
の
農
産
物
直
売
所
出
張
販
売
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
柑
橘
類
を
始
め
、
様
々
な
作

物
を
育
て
て
お
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
年

間
３
０
０
０
本
を
生
産
。
経
営
す
る
幼

稚
園
の
園
児
た
ち
と
種
ま
き
、
収
穫
、

調
理
、
皆
で
食
べ
る
ま
で
を
体
験
す
る

「
農
育
」「
食
育
」を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

田
村　
栄
さ
ん(

副
会
長
・
69
歳)

　
羽
西
で
ジ
ャ
ガ

イ
モ
や
玉
ね
ぎ
の

栽
培
と
、
カ
ボ
チ

ャ
や
ネ
ギ
、
唐
辛

子
の
苗
を
育
て
て
い
ま
す
。
畑
の
雑
草

取
り
が
大
変
。
テ
レ
ビ
で
毒
を
持
つ
雑

草
も
あ
る
と
聞
く
の
で
、
心
配
で
す
。

農
団
協
は
副
会
長
が
２
名
お
り
、
坂
本

副
会
長
は
都
合
に
よ
り
欠
席
で
す
。

宮
本　
健
司
さ
ん（
会
計
・
64
歳
）

　
小
作
台
で
サ
ツ

マ
イ
モ
を
育
て
て

い
ま
す
。
市
内
４

園
の
園
児
た
ち
が

芋
掘
り
体
験
に
来
て
く
れ
ま
す
。
昨
今

は
猛
暑
で
す
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
猛
暑

に
強
い
の
で
影
響
は
少
な
い
で
す
ね
。

加
藤　
よ
し
の
さ
ん（
70
歳
）

　

結
婚
を
機
に
、

47
年
間
夫
婦
で
農

業
を
し
て
い
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ
、
枝
豆
、

里
芋
、
ネ
ギ
な
ど
を
農
産
物
直
売
所
や

ベ
ジ
ベ
ジ
に
出
荷
。
現
在
、
出
荷
作
業

に
若
い
人
や
女
性
も
来
て
い
る
の
で
、

若
手
の
市
内
農
業
者
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

羽
村
の
農
業
の
特
徴
は

田
村　
都
市
型
農
業
な
の
で
、
住
宅
と

農
地
が
近
い
で
す
。
そ
の
分
、
農
薬
散

布
や
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
機
具
の
騒
音

に
気
を
使
っ
て
い
ま
す
ね
。

加
藤　
農
産
物
だ
け
で
な
く
、
自
身
で

加
工
し
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
餃
子
な

　
羽
村
市
の
農
地
面
積
は
約
34

 

ha
で
市
面
積
の
3.5
％
を
占
め
、
農
業
生
産
額
は

約
１
億
６
０
０
０
万
円
。
羽
村
の
農
家
が
所
属
す
る
羽
村
市
農
業
団
体
協
議
会

(
通
称
：
農
団
協)

は
、
農
業
振
興
、
経
営
改
善
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

新鮮な農作物が育つ市内農園

※役職は6月時点のものです。
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インタビューを終えて

　旬の食材の地産地消は健康の基。小・
中学校の給食野菜の約40%は地元産とい
う。近郊農業活性化で自給率をあげたい
が課題は後継者不足。
　農地の宅地化も進む中、環境保全の面
からも行政支援が必要だろう。　　　　

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

ど
の
販
売
を
行
う
農
業
者
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
生
産
・
加
工
・
販
売
ま
で

を
一
体
的
に
行
う
６
次
産
業
化
は
農
業

振
興
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

宮
本　

農
産
物
直
売
所
は
年
間
約
９

万
人
が
来
客
し
、
７
０
０
０
万
円
ほ

ど
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
す
。
隣
に

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
来
た
人

が
立
ち
寄
り
、
買
っ
て
く
れ
た
り
も

し
て
い
ま
す
ね
。

小
作　
旬
の
農
産
物
を
新
鮮
な
状
態
で

地
産
地
消
で
き
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

消
費
者
と
の
距
離
が
近
い
か
ら
こ
そ
、

伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
調

理
法
を
併
せ
て
伝
え
る
努
力
を
す
れ
ば
、

も
っ
と
買
っ
て
く
れ
る
人
も
増
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
ま
た
、
珍
し
い
農
産
物
で
も
購
入
し

て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
あ
る
時
、
板

橋
区
在
住
の
方
が
奥
多
摩
か
ら
の
帰
り

に
直
売
所
で
購
入
し
た
ポ
ポ
ー
と
い
う

果
物
を
求
め
て
、
翌
年
も
直
売
所
に
寄

っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
品
切
れ
で
し
た
が
、「
次
い

つ
出
ま
す
か
？
」と
生
産
者
に
電
話
を

直
接
く
れ
ま
し
た
。

農
業
の
課
題
、展
望
は

小
作　
親
の
苦
労
を
見
て
い
る
の
も
あ

り
、
後
継
者
や
相
続
へ
の
対
応
が
課
題

で
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
な
課
題
と
し
て
は
、

害
虫
・
害
獣
対
策
で
す
ね
。
ネ
ズ
ミ
に

よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
キ
ュ
ウ
リ
へ
の

被
害
が
甚
大
で
す
。
ヒ
ト
デ
を
使
っ
た

ネ
ズ
ミ
除
け
が
効
く
そ
う
で
す
が
、
高

額
で
…
。

田
村　
害
獣
は
行
政
区
域
を
越
え
て
行

動
す
る
の
で
、
西
多
摩
地
区
全
体
で
連

携
し
た
駆
除
が
で
き
た
ら
良
い
で
す
ね
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
耕
地
面
積
の
減

少
や
後
継
者
不
足
な
ど
農
業
の
将
来

は
厳
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
37

％
と
低
い
日
本
の
食
糧
自
給
率
を
何

と
か
向
上
さ
せ
た
い
。
肥
料
や
ガ
ソ

リ
ン
の
値
上
げ
が
あ
る
中
、
農
業
の

活
性
化
に
向
け
た
行
政
の
支
援
は
大

変
助
か
り
ま
す
し
、
更
に
拡
充
し
て

も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

宮
本　
単
身
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
で
、

直
売
所
で
も
カ
ボ
チ
ャ
、
大
根
な
ど
の

カ
ッ
ト
野
菜
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
各
農
業
者
が
衛
生
管
理

に
つ
い
て
意
識
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
の
で
、
現
状
で
は
ま
だ
難
し
い
で

す
ね
。

　
１
９
９
０
年
代
の
ソ
連
崩
壊
後
、
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
の
多
く
が
法
人
農
業

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
は
い
ま
だ
に
個

人
農
業
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、
生
産
、

経
営
の
効
率
化
も
必
要
で
す
。

加
藤　
地
球
温
暖
化
や
不
安
定
な
世
界

情
勢
な
ど
暗
い
話
ば
か
り
。
市
民
の
方

に
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

農
産
物
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

小
作　
「
は
む
ら
市
民
と
産
業
の
ま
つ

り
」で
は
、
今
年
も
市
内
農
業
者
が
こ

の
日
の
た
め
に
一
番
の
出
来
の
作
物
を

展
示
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
ほ
し

い
で
す
。

羽村市農業団体協議会
�会員　市内農業者　101人
�構成団体　園芸組合、農業機械利用
組合、ふれあい農園組合、チューリ
ップ生産組合、羽用水組合、農業後
継者クラブ、羽村市農産物直売所出
荷者の会、水田省力化研究会
�担当課　羽村市産業環境部産業振興
課農政係042-555-1111(内線661)

活動の一環として、農業廃棄物の回収処理も行っ
ています

去年の「はむら市民と産業のまつり」での品評会
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審議した主な議案

議
案 

審 

議

■�

第
２
回
定
例
会
（
６
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
２
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
そ
の
他
の
議

案
10
件
、
専
決
処
分
の
報
告
４
件
、
あ
わ
せ
て
17
件
を
可
決
・

同
意
・
承
認
し
ま
し
た
。

■
委
員
会
提
出
議
案
は
、
規
則
改
正
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■�

審
査
し
た
陳
情
18
件
は
、
１
件
が
採
択
、
16
件
が
不
採
択
、
１

件
が
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
提
出
議
案

【
主
な
内
容
】　

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
。

（
１
）�個
人
住
民
税
関
係
の
法
改
正
に
伴

う
規
定
の
整
備

①�

公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
等

申
告
書
の
提
出
義
務
の
範
囲
の
見
直
し

②�

特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支

払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特
例

期
限
の
撤
廃

③�

寄
附
金
税
額
控
除
に
お
け
る
復
興
特

別
所
得
税
の
課
税
期
間
の
延
長
及
び

防
衛
特
別
所
得
税
の
創
設

④�

特
定
暗
号
資
産
取
引
に
係
る
課
税
の

見
直
し

（
２
）�固
定
資
産
税
関
係
の
法
改
正
に
伴

う
規
定
の
整
備
、
免
税
点
の
改
正

（
３
）�そ
の
他
法
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備

【
施 
行 

日
】　

（
１
）�①
・
②
令
和
９
年
１
月
１
日

　
　
③
令
和
10
年
１
月
１
日

　
　
④�

金
融
商
品
取
引
法
及
び
資
金
決

済
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
の
属

す
る
年
の
翌
々
年
の
１
月
１
日

（
２
）�令
和
９
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

Q

減
収
分
は
国
が
補
填
す
る
の
か
。

A

交
付
税
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
。

反
対 

防
衛
特
別
所
得
税
の
創
設
に
反

対
で
あ
る
。
ま
た
、
復
興
特
別
所
得
税

を
10
年
延
長
す
る
な
ど
、
事
実
上
の
増

税
で
あ
る
た
め
、
反
対
。

　
　
　
　
　
　

�

（
日
本
共
産
党
）

賛
成 

い
ず
れ
も
国
の
税
制
度
の
変
更

に
伴
う
技
術
的
な
修
正
で
あ
り
、
市
民

の
税
負
担
の
公
平
性
と
適
正
な
税
務
行

政
の
維
持
の
た
め
に
も
妥
当
な
内
容
で

あ
る
。�

（
新
政
会
）

反
対 

東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
の

半
分
を
転
用
し
、
軍
事
力
強
化
に
つ
な

が
る
よ
う
な
制
度
で
あ
る
防
衛
特
別
所

得
税
の
創
設
に
関
す
る
改
正
に
は
反
対
。

�

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

6月9日、
6月23日を
ご覧ください

税
制
改
正
に
対
応
す
る
法
律
に
伴
い
条
例
を
改
正
し
ま
し
た

羽
村
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

討
論
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特
定
在
留
カ
ー
ド
等
で
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
で
き
る
よ
う
条
例
を
改
正
し
ま
し
た

羽
村
市
印
鑑
条
例
及
び
羽
村
市
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
在
留
カ
ー
ド

及
び
特
別
永
住
者
証
明
書
が
一
体
化
と

な
っ
た「
特
定
在
留
カ
ー
ド
」等
を
利
用

し
て
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
可
能

と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

【
施
行
日
】
令
和
８
年
６
月
14
日

【
議
決
結
果
】
原
案
可
決

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
配
置
事
業
に
伴
う

経
費
な
ど
を
計
上

令
和
８
年
度
羽
村
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

【
主
な
内
容
】

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
６
２
万

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
７
０
億
１
３
９
１

万
９
０
０
０
円
と
す
る
。

●
補
正
の
主
な
内
容
●

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
実
績
確
定
に
伴
う
返

還
金

・
車
両
故
障
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
む
ら
ん
の
修
繕
に
係
る
補
助
金

・
単
価
改
定
し
た
民
生
委
員
・
児
童
委

員
報
償
金

・「
子
ど
も
食
堂
応
援
事
業
」の
実
施
に

係
る
補
助
金

・
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
生
活
保
護

費
の
追
加
支
給
に
伴
う
経
費

・「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員

配
置
事
業
」の
実
施
に
伴
う
経
費

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
日
影
規
制
抵
触

の
是
正
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
委

託
料

な
ど

【
議
決
結
果
】
原
案
可
決

質
疑

Q

特
定
在
留
カ
ー
ド
の
取
得
は
義
務

に
な
る
の
か
。

A

任
意
で
あ
る
。

Q

手
数
料
等
は
か
か
る
の
か
。

A

初
回
は
無
料
で
あ
る
。
再
発
行
の

際
は
費
用
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。

Q

市
内
で
外
国
籍
の
方
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
保
有
率
は
。

A

令
和
８
年
６
月
時
点
で
１
７
０
１

人
、
70
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q

す
で
に
在
留
カ
ー
ド
等
を
持
っ
て

い
る
方
が
特
定
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
る
際
の
手
続
き
は
。

A

入
国
管
理
局
で
の
在
留
カ
ー
ド
等

の
更
新
の
際
や
自
治
体
で
の
住
居
地
届

出
の
際
に
、
希
望
に
よ
り
申
請
を
行
う
。

農
業
委
員
９
名
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
田
村
律
良
氏
、
宮
川
豊
氏
、
大
野

泰
広
氏
、
宮
川
篤
氏
、
井
上
淳
孝
氏
、

阿
部
慎
也
氏
、
下
田
壯
氏
、
田
村
実
氏
、

石
田
正
弘
氏
を
委
員
に
任
命
す
る
。

【
任
期
】令
和
８
年
７
月
20
日
～
令
和
11

年
７
月
19
日

【
議
決
結
果
】
原
案
同
意

質
疑

Q

農
業
委
員
と
な
る
要
件
は
。

A

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

特定在留カードリーフレット
（出入国在留管理庁ウェブサイトより）
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■全会一致となった市長提出議案
件名 議決結果

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例・令和８年３月 31日専決〕

原案承認

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例・令和８年３月 31日専決〕
専決処分の承認を求めることについて

〔アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例
に関する条例の一部を改正する条例・令和８年４月 24日専決〕
専決処分の承認を求めることについて

〔羽村市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例・令和８年３月 31日専決〕
羽村市印鑑条例及び羽村市事務手数料条例の一部を改正する条例  → P5

原案可決令和 8年度羽村市一般会計補正予算（第 2号）→ P5
損害賠償額の決定及び和解について
農業委員会委員の任命について（9件）→ P5 原案同意

第２回定例会（６月）の議決結果

■各会派の賛否■	 　議案／　〇…賛成　　×…反対
	 　陳情／　〇…採択　　×…不採択　　□…趣旨採択　

■会 派 名■	 　新…新政会　公…公明党　令…令和かがやき　共…日本共産党　ネ…市民ﾈｯﾄﾜｰｸ　　

	 　都…羽村市議会都民ﾌｧｰｽﾄの会　世…世論　つ…つながる力　双…双葉会

凡　
例

■賛否の分かれた市長提出議案

件名
会派名 (数字は人数 )

議決結果新 公 令 共 ネ 都 世 つ 双
(5) (4) (2) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
→ P4 〇 〇

〇
× × 〇 × 〇 〇 原案可決

×

■委員会提出議案
件名 提出した委員会 議決結果

羽村市議会会議規則の一部を改正する規則　
→陳情書等の処理について見直す必要があることから規則の一部を改正する。 議会運営委員会 原案可決

◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、
　議会活動を行う上での基礎となります。

新 政 会

櫻
さくら

沢
ざわ

　裕
ひろ

人
と

　　池
いけ

澤
ざわ

　　敦
あつし

野
の

崎
ざき

　和
かず

也
や

　　秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

公 明 党

金
かね　こ

子ひとみ
中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お 日本共産党

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

令和かがやき

林
はやし

田
だ

　敦
あつ

子
こ

馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

市民ネットワーク

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

羽村市議会都民
ファーストの会
濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

世　論

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

つながる力

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

双 葉 会

菅
かん

　　勇
ゆう

真
しん
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■陳情

件名 審査した
委員会

会派名 (数字は人数 ) 本会議
での

議決結果
新 公 令 共 ネ 都 世 つ 双
(5) (4) (2) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

『羽村市の取消処分』に関する陳情

総務
委員会

× × × × × × × × × 不採択
「市長への手紙」の形骸化および、市民に対する説
明責任の不履行に関する陳情 × × × × × × × × × 不採択

行政窓口における不当な受領拒否の是正およびデジ
タル手続法に基づく電子申請体制の早期整備に関す
る陳情

× × × × × × × × × 不採択

審査請求における諮問手続きの常態的な遅延解消お
よび議会軽視の是正に関する陳情 × × × × × × × × × 不採択

庁議における逐語録の作成および音声記録の保存
等、意思決定過程の透明化と検証可能性の確保を求
める陳情

× × × × × × × × × 不採択

市役所職員による市民への不当な警察通報等に関
し、名誉毀損等の容疑による告訴状が警察機関に正
式に受理された件についての事実調査、および議会
答弁に違反する録音・録画運用の是正を求める陳情

× × × × × × × × × 不採択

市役所職員等による市民向け問い合わせの放置・拒
絶の即時是正、ならびに勤務実態の不透明さおよび
職場内ハラスメントの疑いに関する事実調査を求め
る陳情

× × × × × × × × × 不採択

貴庁における不透明な庁舎管理権の行使、行政手続
法違反の是正、および誠実な市民対応に関するガバ
ナンス強化を求める陳情

× × × × × × × × × 不採択

先進的デジタル技術（生成 AI 等）の行政導入にお
けるハルシネーション（事実誤認）検証への協力お
よび、安全なデジタルガバナンス構築に関する陳情

× × × × × × × × × 不採択

公文書開示請求において、処分の核心的根拠である
法律相談の公文書を意図的に隠蔽・不開示とした違
法・不当な実務の是正および真相究明に関する陳情

× × × × × × × × × 不採択

市町村総合交付金における過去 10 年間の使途 ( 区
画整理事業等への配分実態 ) に関する徹底調査、お
よび地方自治法に準拠した予算編成の健全化を求め
る陳情

× × × × × × × × × 不採択

法的要件を逸脱した違法・不当な退去命令の是正、
および警察権力の不当介入による市民排除の責任追
及に関する陳情

× × × × × × × × × 不採択

『(略 ) 情報公開審査会の答申』に関する陳情

環境
まちづくり
委員会

× × × × × × × × × 不採択
国に国民の主食である米の価格を統制することを求
める意見書の提出に関する陳情書 × × × × × × × × × 不採択

「原油由来製品不足・価格高騰における中小企業等
への直接支援制度の創設を国に求める意見書」提出
を求める陳情書

□ □ - - - □ □ □ □ 趣旨
採択※

羽村市議会における請願・陳情の審査結果 ( 採択・
趣旨採択 )の定義及び運用に関する陳情

議会運営
委員会 × × × × × × × × × 不採択

松林小学校の武蔵野小学校への統合について、松林
小保護者説明会を求める陳情書 文教厚生

委員会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的
中立性と安全確保を求める陳情 × × × × × × × × × 不採択

※趣旨採択を求める討論と採決（採択・不採択）を求める討論があり、まず趣旨採択を諮った結果、賛成多数で趣旨採択と決定しました。
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市政について問う

一
般
質
問

《Ｑ》�地域集会施設統合の検討は５年間に延長を
《Ａ》�丁寧な協議を重ねながら検討を進める

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
施
策
の
全
般
に
つ
い
て
質
問

す
る
こ
と
で
す
。

第
２
回
定
例
会
で
は
、

６
月
２
日
、
３
日
、
４
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

17
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

※
答
弁
内
容
は
、
６
月
時
点
の
も
の
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

公
共
施
設
再
配
置
に
つ
い
て

質
問

地
域
集
会
施
設
の
統
合

の
検
討
期
間
を
１
年
間
か
ら
５

年
間
に
延
長
し
、
そ
の
後
、
検

討
結
果
を
踏
ま
え
て
段
階
的
に

再
編
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長

具
体
的
な
検
討
は
「
公

共
施
設
個
別
再
配
置
計
画
（
配

置
編
）」
の
策
定
の
際
に
行
う
。

身
近
に
利
用
で
き
る
拠
点
の
確

保
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
協
議
を

重
ね
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

学
校
及
び
子
育
て
施
設
の

防
犯
対
策
及
び
校
外
活
動
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

質
問

市
内
小
・
中
学
校
の
門

扉
に
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク（
電
気
錠
）

を
設
置
す
る
考
え
は
。

教
育
長

現
在
、
調
査
・
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
羽
村
市
の
小
・
中
学

校
に
適
し
た
設
備
の
導
入
を
検

討
し
て
い
く
。

質
問

私
立
の
子
育
て
施
設
へ

の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
推
奨
と
補

助
金
等
の
支
援
を
す
る
考
え
は
。

市
長

施
設
ご
と
の
判
断
と
責

任
に
お
い
て
適
切
な
安
全
対
策

を
講
じ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

支
援
策
は
優
先
順
位
を
見
極
め

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
事
業

の
沖
縄
派
遣
拡
充
に
つ
い
て

質
問

戦
争
の
実
情
を
多
角
的

に
継
承
す
る
意
義
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
凄

惨
な
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
沖
縄

を
派
遣
先
に
加
え
て
は
。

市
長

沖
縄
に
は
平
和
学
習
の

観
点
か
ら
重
要
な
史
跡
等
が
あ

り
、
平
和
の
大
切
さ
を
理
解
す

る
上
で
意
義
が
あ
る
。
派
遣
先

に
つ
い
て
は
、
青
梅
市
と
協
議

し
て
い
く
。

石居　尚郎 議員（公明党）

市内にある地域集会施設のひとつ
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《Ｑ》�かぶれの恐れがあるナガミヒナゲシへの注意喚起を
《Ａ》�注意事項を明記し、安全で効果的な駆除方法を周知

《Ｑ》�町内会・自治会のデジタル化への支援を
《Ａ》�情報提供など側面から支援していく

素手で触るとかぶれの恐れがある外来植
物「ナガミヒナゲシ」

外
来
植
物
「
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
」

へ
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て

質
問

注
意
喚
起
や
周
知
啓
発
、

駆
除
協
力
へ
の
呼
び
か
け
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

市
長

市
公
式
サ
イ
ト
で
、
ナ

ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
の
特
徴
な
ど
を

掲
載
し
、
庭
や
自
己
所
有
の
敷

地
内
で
発
見
し
た
際
の
駆
除
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

注
意
事
項
を
明
記
し
、
安
全
か

つ
効
果
的
に
駆
除
で
き
る
よ
う
、

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
を
権
利
の
主
体
と
し
た

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の

構
築
に
つ
い
て

質
問

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い

て
、
理
念
や
行
政
の
責
務
、
子

ど
も
の
意
見
表
明
や
参
加
の
仕

組
み
な
ど
を
条
例
と
し
て
明
文

化
す
る
こ
と
は
、
実
効
性
の
あ

る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
る
。
条
例
を
策
定
す
る
考
え

は
あ
る
か
。　
　

市
長

条
例
の
制
定
に
よ
ら
ず

と
も
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
子

供
を
守
り
、
子
供
の
最
善
の
利

益
を
優
先
し
て
考
慮
し
た
各
施

策
の
推
進
を
図
る
こ
と
で
、
目

指
す
社
会
の
実
現
に
資
す
る
と

考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
住
ま
い
の
確
保
と

「
居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
制
度
」

に
つ
い
て

質
問

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

「
居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
制
度
」

に
つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

市
長

入
居
者
に
対
し
見
守
り

な
ど
の
生
活
支
援
を
一
体
的
に

行
う
も
の
で
あ
る
。
賃
貸
人
の

不
安
を
軽
減
し
、
入
居
者
の
生

活
の
安
定
を
図
る
制
度
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

金子　ひとみ 議員（公明党）

町
内
会
・
自
治
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

質
問

市
内
で
デ
ジ
タ
ル
化
を

導
入
し
て
い
る
事
例
は
。

市
長

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
会

員
へ
の
情
報
伝
達
や
連
絡
調
整

を
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

質
問

電
子
回
覧
板
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
に
よ
る
会
費
の
集
金

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
導
入
へ
の

支
援
は
。

市
長

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活

用
は
、
町
内
会
・
自
治
会
役
員

の
事
務
負
担
の
軽
減
や
情
報
伝

達
の
効
率
化
に
寄
与
す
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

導
入
を
希
望
す
る
町
内
会
・

自
治
会
に
対
し
て
は
、
東
京
都

の
助
成
制
度
の
積
極
的
な
活
用

を
基
本
と
し
、
情
報
提
供
を
行

う
な
ど
、
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
く
。

工
事
・
物
品
購
入
等
、

契
約
事
務
な
ど
に
つ
い
て

質
問

電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
へ

移
行
を
考
え
て
い
る
事
業
者
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

し
た
か
。

市
長

近
年
は
移
行
を
希
望
す

る
相
談
は
な
い
が
、
相
談
が
あ

っ
た
際
は
申
請
方
法
や
必
要
書

類
の
案
内
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

公
共
喫
煙
所
に
つ
い
て

質
問

令
和
６
年
５
月
の
閉
鎖

か
ら
進
展
が
な
い
。
羽
村
駅
西

口
に
指
定
喫
煙
場
所
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

コ
ン
テ
ナ
型
や
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
型
の
喫
煙
場
所
を
設

置
す
る
な
ど
、
分
煙
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
時
点

で
は
設
置
に
適
し
た
場
所
が
見

当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、

羽
村
駅
西
口
周
辺
の
整
備
の
進

ち
ょ
く
に
併
せ
て
、
検
討
し
て

い
く
。

冨松　崇 議員（新政会）

閉鎖が続く羽村駅西口喫煙所
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《Ｑ》�今後の市内公共交通の在り方をどうしていく考えか
《Ａ》�持続可能で利便性の高い公共交通の確保が必要

中嶋　勝 議員（公明党）

《Ｑ》�水上公園と郷土博物館とのコラボレーションは
《Ａ》�連携について検討していく

今
後
の
水
上
公
園
と

周
辺
施
設
へ
の
誘
導
に
つ
い
て

現
在
休
止
し
て
い
る
水
上
公

園
の
年
間
を
通
じ
た
新
た
な
利

用
方
法
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
、
周
辺
施
設
と
の

往
来
で
更
な
る
活
性
化
を
求
め
、

質
問
す
る
。

質
問

堰
下
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
広
場
へ
の
誘
導
を
図
っ
て
は
。

市
長

キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
が
可
能
な
た
め
、
利
用
の

促
進
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

質
問

郷
土
博
物
館
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
誘
導
は
。

教
育
長

羽
村
市
観
光
協
会
と

連
携
し
て
来
館
者
の
増
加
に
努

め
て
お
り
、
今
後
一
層
強
化
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
水
上
公

園
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

質
問

隣
接
す
る
大
正
土
手
を

活
用
し
た
四
季
毎
の
イ
ベ
ン
ト

は
。

市
長

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

質
問

駐
車
場
の
確
保
等
、
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
対

策
は
。

市
長

周
辺
に
は
63
台
分
の
駐

車
場
が
あ
る
が
、
整
備
完
了
後
、

駐
車
場
不
足
の
問
題
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
。
確
保
も
含
め

生
活
環
境
へ
の
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

原
油
高
騰
に
よ
る影響

に
つ
い
て

イ
ラ
ン
情
勢
に
よ
る
原
油
価

格
の
高
騰
等
の
影
響
は
、
長
期

化
が
避
け
ら
れ
な
い
。

質
問

安
定
し
た
日
常
生
活
や

経
営
の
維
持
へ
の
施
策
は
。

市
長

引
き
続
き
、
国
や
都
の

動
向
を
注
視
し
、
迅
速
か
つ
効

果
的
な
取
組
が
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

障
害
者
機
能
回
復
施
術

費
用
助
成
に
つ
い
て

安
定
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

を
構
築
す
る
た
め
に

質
問

今
後
の
市
内
公
共
交
通

の
在
り
方
を
ど
う
し
て
い
く
考

え
か
。

市
長

将
来
の
公
共
交
通
網
と

し
て
は
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
更
に
は

デ
マ
ン
ド
型
交
通
等
、
市
民
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
最
適
な
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

質
問

民
間
企
業
と
連
携
し
、

自
動
運
転
な
ど
の
新
技
術
を
導

入
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
話
し

合
い
の
場
を
検
討
し
て
は
。

市
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
を

取
り
巻
く
動
向
を
把
握
す
る
た

め
、
実
証
実
験
中
の
自
動
運
転

バ
ス
へ
の
職
員
の
乗
車
や
、
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
新
技
術
に

関
す
る
情
報
収
集
、
民
間
企
業

と
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
必
要
に
応
じ
て
民

間
企
業
と
の
情
報
交
換
の
機
会

を
設
け
て
い
く
。

水
上
公
園
整
備
基
本
計
画

に
つ
い
て

質
問

子
供
た
ち
か
ら
の
意
見

を
ど
う
取
捨
選
択
し
、
反
映
し

て
い
く
考
え
か
。

市
長

水
上
公
園
の
整
備
で
は
、

子
供
た
ち
の
意
見
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
で
は
、
水
上
公
園
の
模
型
を

活
用
し
た
模
擬
的
な
設
計
体
験

を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
と
大
人

が
一
緒
に
自
分
の
意
見
や
提
案

を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
整
備
に

反
映
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
反
映
が
困
難
な
場
合
に

は
、
そ
の
理
由
も
含
め
、
大
人

が
子
供
た
ち
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

秋山 義徳 議員（新政会）

茨城県境町で定常運行している自動運転
レベル２のバス

整
備
後
に
周
辺
施
設
と
の
利
用
活
性
化
が
望
ま

れ
る
水
上
公
園(
上)
と
、
郷
土
博
物
館(

下)
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市
民
の
身
近
な

困
り
ご
と
へ
の
対
応

障
害
者(

児)

お
む
つ
給
付

事
業
で
は
、
利
用
者
に
対
し
て
、

１
日
２
枚
を
限
度
に
１
か
月
分

の
枚
数
を
給
付
し
て
い
た
。

し
か
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
、

一
人
月
額
５
０
０
０
円
を
上
限

に
、
お
む
つ
を
パ
ッ
ク
単
位
で

給
付
す
る
方
式
に
変
更
し
た
た

め
、
利
用
者
に
よ
っ
て
は
お
む

つ
の
給
付
量
が
減
少
し
た
。

質
問

制
度
変
更
に
よ
る
、
お

む
つ
の
給
付
量
減
少
や
、
昨
今

の
物
価
・
人
件
費
の
上
昇
を
踏

ま
え
、
上
限
額
の
引
上
げ
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

上
限
の
引
上
げ
は
、
お

む
つ
価
格
の
動
向
や
他
市
の
実

施
状
況
な
ど
も
情
報
収
集
し
、

調
査
・
研
究
す
る
。

市
の
使
用
す
る

土
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

「
羽
村
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
で
は
、
市
が
使
用

す
る
土
地
の
最
適
化
に
関
す
る

長
期
的
な
目
標
と
し
て
、「
使

用
土
地(

市
有
地
・
借
地)

の

縮
小
」
と
「
民
有
地
借
地
20
％

減
」
を
掲
げ
て
い
る
。

質
問

住
民
福
祉
の
向
上
や
行

政
需
要
へ
の
対
応
の
た
め
、
新

た
に
土
地
を
購
入
・
借
用
す
る

必
要
が
生
じ
た
場
合
、
使
用
土

地
縮
小
の
方
針
と
の
整
合
を
ど

の
よ
う
に
図
る
か
。

市
長

現
在
の
厳
し
い
財
政
状

況
や
、
今
後
の
人
口
減
少
を
踏

ま
え
る
と
、
使
用
す
る
土
地
は

計
画
的
に
縮
小
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
新
た
に

土
地
の
取
得
や
借
用
を
行
う
場

合
で
も
、
そ
の
他
の
部
分
で
使

用
す
る
土
地
の
縮
小
を
図
る
な

ど
、
全
体
と
し
て
縮
小
を
図
っ

て
い
く
。

櫻沢　裕人 議員（新政会）

《Ｑ》�障害者 (児 )おむつ給付事業の上限額を引き上げては
《Ａ》�おむつ価格の動向や他市の状況等を情報収集する

《Ｑ》�サイバーセキュリティ強化への取組を
《Ａ》�国の助言等を取り入れ、情報資産を保護する

羽
村
市
の
情
報
発
信
及
び

情
報
管
理
に
つ
い
て

サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
備
え
に
つ

い
て

質
問

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
中
で
、
市
民
情
報
を
守
る

た
め
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
強
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

の
不
正
ア
ク
セ
ス
を
構
造
的
に

防
ぐ
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

国
の
助
言
等
を
そ
の
都
度
取
り

入
れ
、
更
な
る
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
強
化
を
図
り
、
住

民
情
報
を
始
め
と
す
る
重
要
な

情
報
資
産
を
確
実
に
保
護
し
て

い
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
に
お

け
る
情
報
発
信
の
信
頼
性
確
保

に
つ
い
て

質
問

Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た
文
章

等
を
使
用
す
る
場
合
の
庁
内
ル
ー

ル
や
確
認
体
制
の
整
備
状
況
は
。

市
長
「
羽
村
市
文
章
生
成
Ａ

Ｉ
利
用
方
針
」
を
定
め
て
い
る
。

活
用
す
る
場
合
は
、
正
確
性
を

確
認
し
た
上
で
必
要
な
決
裁
を

経
て
使
用
し
て
い
る
。

広
報
は
む
ら
に
つ
い
て

質
問

市
民
が
情
報
を
得
る
手

段
の
多
様
化
や
、
物
価
高
騰
等

の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
発
行

を
月
１
回
と
し
た
場
合
、
年
間

の
経
費
削
減
効
果
と
課
題
は
。

市
長

単
純
計
算
で
は
印
刷
製

本
費
が
８
０
９
万
７
０
０
０
円
、

配
布
委
託
料
が
４
９
０
万
６
０

０
０
円
の
減
額
と
な
る
が
、
情

報
量
を
維
持
す
る
た
め
1
号
当

た
り
の
ペ
ー
ジ
数
が
増
え
る
可

能
性
も
あ
り
、
単
純
に
減
る
も

の
で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

時
宜
を
得
た
情
報
提
供
が
難
し

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
、
そ

う
し
た
視
点
の
改
善
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

池澤　敦 議員（新政会）

広報誌の発行頻度は自治体ごとに違いが
ある

土地の最適化に関する長期的な目標
（羽村市公共施設等総合管理計画より引
用し作成）
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ト
イ
レ
政
策
か
ら
考
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

公
共
ト
イ
レ
の
適
正
配

置
基
準
は
。

市
長

独
自
の
配
置
基
準
は
定

め
て
い
な
い
。
東
京
都
の
指
針

で
は
半
径
４
０
０
～
５
０
０
ｍ

圏
内
で
の
整
備
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
お
り
、
市
内
で
は
、
お

お
む
ね
充
足
し
て
い
る
。

質
問

借
地
で
あ
る
宮
の
下
運

動
公
園
駐
車
場
内
に
公
衆
ト
イ

レ
が
あ
る
。
土
地
の
返
還
等
で

使
え
な
く
な
る
場
合
に
備
え
、

公
園
内
に
代
替
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
考
え
は
。

市
長

返
還
す
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
も

含
め
代
替
ト
イ
レ
の
設
置
を
検

討
す
る
。
設
置
す
る
場
合
、
堰

下
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
と

同
様
、
国
土
交
通
省
の
河
川
占

用
許
可
を
受
け
、
移
動
可
能
な

簡
易
式
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
る
。

質
問

民
間
団
体
や
企
業
、
財

団
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
デ
ザ

イ
ン
性
・
機
能
性
・
清
潔
性
・

防
災
性
を
高
め
た
公
共
ト
イ
レ

整
備
を
進
め
る
考
え
は
。

市
長

協
働
に
よ
る
整
備
事
例

を
把
握
し
て
お
り
、
今
後
の
改

修
の
参
考
と
し
て
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

地
域
で
支
え
る
介
護
と

介
護
人
材
確
保
に
つ
い
て

質
問

市
内
の
介
護
人
材
不
足

の
状
況
と
、
把
握
方
法
は
。

市
長

介
護
保
険
事
業
所
連
絡

会
か
ら
人
材
確
保
に
関
す
る
要

望
が
あ
る
。
ま
た
、
居
宅
介
護

支
援
連
絡
会
な
ど
を
通
じ
て
不

足
状
況
の
情
報
を
収
集
し
て
い

る
。
職
種
別
の
不
足
状
況
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
国
等
に
対

し
、
地
域
区
分
の
是
正
や
介
護

人
材
確
保
策
の
充
実
を
要
望
し

て
い
る
。

野崎　和也 議員（新政会）

《Ｑ》�施設利用者が納得できるよう説明会の実施を
《Ａ》�利用者を含む市民に意見を伺ってきた

《Ｑ》�宮の下運動公園内にトイレの設置を
《Ａ》�駐車場用地を返還する場合は検討する

浜中　順 議員（日本共産党）
公
共
施
設
再
配
置
構
想
の

決
定
は
、
市
民
の
納
得
の
い
く

代
替
案
が
で
き
た
後
に

「
今
利
用
し
て
い
る
公
共
施

設
の
サ
ー
ビ
ス
が
保
持
さ
れ
る

の
か
」
が
再
編
に
お
け
る
市
民

の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。

質
問

廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
利

用
者
に
説
明
会
を
行
い
、
納

得
・
合
意
を
得
る
こ
と
が
必
要

で
は
。

市
長

施
設
利
用
者
を
含
む
市

民
の
意
見
を
聞
き
、
検
討
を
進

め
て
き
た
。

質
問

代
替
案
に
住
民
・
利
用

者
の
納
得
が
得
ら
れ
な
い
場
合

は
構
想
策
定
時
期
を
延
期
し
、

検
討
を
続
け
る
べ
き
で
は
。

市
長

現
時
点
で
は
詳
細
な
代

替
案
を
示
す
こ
と
は
困
難
だ
が
、

受
け
付
け
た
意
見
を
十
分
に
考

慮
し
、
丁
寧
に
市
の
考
え
方
を

説
明
し
た
上
で
、
構
想
の
策
定

を
進
め
て
い
く
。

不
登
校
傾
向
の
児
童
・
生
徒

の
た
め
の
指
導
の
充
実
を

不
登
校
傾
向
の
児
童
・
生
徒

に
と
っ
て
、
居
場
所
や
学
び
の

場
の
確
保
・
充
実
に
む
け
た
取

組
は
切
実
で
あ
る
。

質
問

市
は
令
和
８
年
度
か
ら
、

国
が
推
進
す
る
「
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
配
置
事

業
」
を
活
用
す
る
が
、
ど
の
よ

う
に
指
導
を
充
実
す
る
考
え
か
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
の
「
校
内

別
室
指
導
支
援
員
配
置
事
業
」

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
て
の
学
校
で

共
有
し
つ
つ
、
支
援
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
を
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
支
援
の

拠
点
と
し
て
も
位
置
付
け
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

中
学
生
が
納
得
で
き
る
部

活
動
の
地
域
展
開
を

廃止が検討されているコミュニティセン
ター

宮の下運動公園駐車場トイレ
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市
民
の
声
に
つ
い
て

質
問

松
林
小
学
校
と
武
蔵
野

小
学
校
、
羽
村
第
二
中
学
校
と

羽
村
第
三
中
学
校
の
統
合
に
当

た
り
、
統
合
前
の
早
い
段
階
か

ら
、
実
際
の
通
学
時
間
帯
に
お

け
る
交
通
量
調
査
や
通
学
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
危
険
個
所
点

検
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

教
育
長

学
校
再
編
に
当
た

り
、
通
学
の
安
全
確
保
は
大

変
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
中
に
策
定
予
定

の
「
個
別
再
配
置
計
画
（
実

行
計
画
編
）
」
の
中
で
、
通

学
路
の
実
態
を
踏
ま
え
た
安

全
確
保
の
方
策
を
検
討
し
て

い
く
。

羽
村
市
の
教
育
に
つ
い
て

質
問

令
和
７
年
度
に
お
け
る
、

校
内
別
室
指
導
、
適
応
指
導
教

室
等
の
い
ず
れ
に
も
つ
な
が
っ

て
お
ら
ず
、
主
に
家
庭
内
で
過

ご
し
て
い
る
不
登
校
児
童
・
生

徒
は
何
人
い
る
の
か
。

教
育
長

小
学
校
11
人
、
中
学

校
18
人
、
合
計
29
人
で
あ
る
。

質
問

学
校
や
支
援
機
関
と
つ

な
が
っ
て
い
な
い
不
登
校
児

童
・
生
徒
を
減
ら
す
た
め
、
今

後
ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て

い
く
考
え
か
。

教
育
長

児
童
・
生
徒
や
保
護

者
と
の
面
談
を
通
じ
て
状
況
や

意
向
を
把
握
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
支
援
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
「
家
庭
と
子
供
の
支
援

員
」
の
活
用
に
加
え
、
市
内
全

て
の
小
・
中
学
校
で
「
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

活
用
で
き
る
よ
う
、
補
正
予
算

で
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

菅 勇真 議員（双葉会）

《Ｑ》�92％が統合反対でも、反対多数ではない認識か？
《Ａ》�なるべく早期に統合することが必要

《Ｑ》�学校統合前に通学路等の調査が必要では
《Ａ》�通学路の実態を踏まえ安全確保の方策を検討

松
林
小
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
統
合
に
反
対
・
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
反
対
が
合
わ

せ
て
92
％
だ
が
、

そ
れ
で
も
強
行
す
る
の
か
？

松
林
小
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
私
が
独
自
に
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
１
０
１
枚
の
用
紙
配
布
に

対
し
、
26
人
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。
武
蔵
野
小
と
の
学
校
統
合

に
反
対
・
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

反
対
が
合
わ
せ
て
92
・
３
％
、

賛
成
は
３
・
８
％
だ
っ
た
。

質
問

市
は
今
で
も
「
反
対
の

意
見
が
多
い
と
は
認
識
し
て
い

な
い
」
と
の
考
え
か
。

教
育
長

児
童
の
減
少
傾
向
を

ふ
ま
え
、
な
る
べ
く
早
期
に
統

合
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

質
問

保
護
者
の
理
解
を
得
る

努
力
を
十
分
行
わ
な
か
っ
た
こ

と
を
反
省
し
、
ま
ず
は
「
保
護

者
説
明
会
」
を
開
催
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
長

教
育
委
員
会
主
催

の
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
広

く
ご
意
見
を
伺
う
機
会
を
設

け
て
き
た
。

都
市
計
画
税
は
取
り
す
ぎ
て

お
り
、
令
和
９
年
度
か
ら
は

減
税
す
べ
き

質
問

都
市
計
画
税
は
、
都
市

計
画
事
業
や
区
画
整
理
事
業
に

使
う
の
が
原
則
だ
が
、
そ
れ
以

外
の
費
目
に
一
旦
使
う
こ
と
が

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ

の
超
過
額
は
現
在
い
く
ら
か
。

市
長

令
和
６
年
度
末
で
８
億

５
５
５
０
万
３
０
０
０
円
。

質
問

取
り
す
ぎ
た
税
を
市
民

に
返
す
べ
き
。
令
和
９
年
度
か

ら
減
税
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

検
討
会
議
を
庁
内
に
設

置
し
、
税
率
の
検
討
を
す
す
め
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

鈴木　拓也 議員（日本共産党）

武蔵野小学校との統合が検討されている
松林小学校

登
校
時
間
帯
の
動
物
公
園
通
り
の
様
子
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駅
な
ど
へ
の

ベ
ン
チ
の
設
置
に
つ
い
て

質
問

駅
前
広
場
に
ベ
ン
チ
を

増
設
で
き
な
い
か
。

市
長

改
修
工
事
等
の
際
に
、
財

源
の
確
保
策
も
含
め
検
討
す
る
。

質
問

全
１
１
１
か
所
あ
る
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
む
ら
ん

停
留
所
の
ベ
ン
チ
設
置
率
は
。

市
長

25
か
所
23
％
で
あ
る
。

質
問

羽
村
市
道
路
占
用
許
可

基
準
は
満
た
し
て
い
る
が
、
ベ

ン
チ
を
設
置
し
て
い
な
い
停
留

所
は
何
か
所
あ
る
の
か
。

市
長

２
か
所
で
あ
る
。
バ
ス

停
周
辺
の
歩
道
の
円
滑
な
通
行

を
妨
げ
な
い
こ
と
や
利
用
状
況

等
を
勘
案
し
、
優
先
順
位
を
付

し
て
設
置
を
判
断
し
て
い
く
。

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
つ
い
て

質
問

地
域
の
特
色
を
表
し
た

絵
柄
な
ど
を
施
し
て
い
る
デ
ザ

イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
設
置
目

的
は
。

市
長

市
民
の
皆
様
に
下
水
道

事
業
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
契
機
と
な
る
よ
う

設
置
し
て
い
る
。

質
問

市
内
で
の
設
置
場
所
が

記
載
さ
れ
た
地
図
を
配
布
し
て

い
る
が
、
内
容
の
見
直
し
を
。

市
長

必
要
に
応
じ
て
、
見
直

し
を
検
討
す
る
。

質
問

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
で

あ
る
「
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」

に
つ
い
て
、
市
は
こ
れ
ま
で
に

何
枚
配
布
し
た
か
。

市
長

令
和
７
年
度
末
時
点
の

累
計
配
布
枚
数
は
、
郷
土
博
物

館
で
配
布
中
の
「
羽
村
の
堰
と

桜
」
が
１
万
６
１
７
９
枚
、
ヒ

ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
で
配
布
中

の
「
羽
村
市
動
物
公
園
と
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
」
が
１
万
５
７
１
５

枚
で
あ
る
。

高田 和登 議員（つながる力）

《Ｑ》�駅前広場にベンチを増設できないか
《Ａ》�改修工事等の際に財源の確保策も含め検討する

《Ｑ》�図書館の雑誌の購入数を増やせないか
《Ａ》�利用者の要望に応えられるよう努めていく

立
ち
寄
り
や
す
く

居
心
地
の
良
い
図
書
館
に

質
問

図
書
館
ア
ン
ケ
ー
ト
で

雑
誌
購
入
要
望
が
続
い
て
い
る
。

購
入
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

教
育
長

限
ら
れ
た
予
算
で
難

し
い
面
も
あ
る
が
、
よ
り
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
タ
イ
ト
ル
を
選
定
す

る
な
ど
、
可
能
な
限
り
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問
「
図
書
館
の
利
用
マ
ナ

ー
」の
整
理・見
直
し
を
し
て
は
。

教
育
長

内
容
や
表
現
等
は
、

必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行
う
。

質
問
「
図
書
館
・
学
校
図
書

館
の
運
営
の
充
実
に
関
す
る
有

識
者
会
議
」
の
報
告
書
で
は
、

図
書
館
の
役
割
と
し
て
「
読
む
・

集
う
・
学
ぶ
」
の
機
能
を
総
合

的
に
展
開
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。ど
う
実
現
す
る
の
か
。

教
育
長

３
つ
の
機
能
を
よ
り

効
果
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
創

意
工
夫
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

官
製
談
合
防
止
へ
の
取
組
を

し
っ
か
り
進
め
よ
う

公
正
取
引
委
員
会
が
実
施
し

た
国
や
地
方
公
共
団
体
等
を
対

象
と
す
る
官
製
談
合
防
止
に
関

す
る
実
態
調
査
か
ら
問
う
。

質
問

職
員
が
入
札
談
合
等
に

関
与
し
な
い
よ
う
遵
守
す
べ
き

こ
と
を
定
め
た
規
定
は
あ
る
か
。

市
長

規
定
は
な
い
が
「
羽
村

市
職
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る

指
針
」
で
、
入
札
談
合
に
関
与

し
た
場
合
は
懲
戒
処
分
の
対
象

に
な
る
こ
と
を
周
知
し
、
官
製

談
合
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問

外
部
か
ら
の
働
き
か
け

に
対
す
る
報
告
規
定
は
あ
る
か
。

市
長

特
化
し
た
規
定
は
な
い

が
「
羽
村
市
談
合
情
報
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
入
札

談
合
等
に
関
す
る
情
報
へ
の
具

体
的
な
対
応
を
定
め

て
い
る
。

門間　淑子 議員（市民ネットワーク）

ベ
ン
チ
の
増
設
で
高
齢
者
が
外
出
し
や
す
い
ま

ち
に（
駅
の
自
由
通
路
に
寄
贈
さ
れ
た
ベ
ン
チ
）

立ち寄りやすく居心地の良い図書館に
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《Ｑ》�自転車の青切符導入から１か月。市内の件数は
《Ａ》�青切符を告知した実績はない

《Ｑ》�選挙での電子投票の効果への認識は
《Ａ》�利便性向上や開票時間の短縮などがある

馳平 耕三 議員（令和かがやき）
今
こ
そ
、
自
転
車
活
用
推
進
法

に
沿
っ
た
施
策
の
充
実
を

ガ
ソ
リ
ン
の
供
給
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
酸
化
炭

素
削
減
や
災
害
時
の
機
動
的
な

行
動
の
た
め
に
も
自
転
車
の
活

用
は
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。

質
問

法
律
で
は
、
自
治
体
の

責
務
と
し
て
「
区
域
の
実
情
に

応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び

実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
」
と

あ
る
。
施
策
の
策
定
や
実
施
は
。

市
長

放
置
自
転
車
対
策
や
安

全
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

質
問

令
和
８
年
４
月
か
ら
自

転
車
に
交
通
反
則
通
告
制
度

（
青
切
符
）
が
導
入
さ
れ
た
。

４
月
の
１
か
月
間
で
、
市
内
で

青
切
符
を
切
ら
れ
た
件
数
は
。

市
長

福
生
警
察
署
に
よ
れ
ば
、

告
知
し
た
実
績
は
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

質
問

「
青
切
符
が
怖
く
て
通

勤
に
自
転
車
を
使
わ
な
く
な
っ

た
」
「
高
齢
で
車
道
を
通
行
す

る
の
が
怖
い
」
と
の
声
を
よ
く

聞
く
。
青
切
符
導
入
で
自
転
車

利
用
は
減
っ
て
い
な
い
か
。

市
長

利
用
状
況
調
査
を
実
施

し
て
い
な
い
た
め
、
利
用
変
化

を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
。

質
問

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

へ
の
補
助
金
を
行
う
自
治
体
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
導
入
す
る

考
え
は
。

市
長

財
源
の
確
保
や
費
用
対

効
果
の
検
証
に
課
題
が
あ
り
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

質
問

「
自
転
車
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
全
国

市
町
村
長
の
会
」
へ
の
参
加
は
。

市
長

現
時
点
で
参
加
の
考
え

は
な
い
が
、
調
査
・
研
究
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
課
題
を
解
決

し
、
そ
の
誘
致
で
市
内
経
済
や
雇

用
の
活
性
化
を
／
教
育
の
諸
問
題

に
ど
う
対
応
す
る
か

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

選
挙
と
高
齢
者
に
配
慮
し
た

投
票
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

電
子
投
票
に
つ
い
て

質
問

投
票
所
内
で
、
投
票
用

紙
に
記
入
す
る
の
で
は
な
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
で
候
補
者

名
を
選
択
し
て
投
票
す
る
仕
組

み
で
あ
る
電
子
投
票
の
導
入
効

果
と
課
題
に
つ
い
て
、
市
の
認

識
は
。

選
管
事
務
局
長

高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
の
利
便
性
向
上
や
、

開
票
時
間
短
縮
等
に
よ
る
選
挙

事
務
経
費
縮
減
に
資
す
る
と
考

え
る
。
一
方
で
、
機
器
導
入
・

運
用
コ
ス
ト
、
候
補
者
表
示
で

の
平
等
な
投
票
環
境
確
保
の
難

し
さ
や
、
デ
ー
タ
消
失
・
不
正

ア
ク
セ
ス
等
の
事
故
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
と
信
頼
性
の
確
保
が

重
要
で
あ
る
。
国
の
制
度
改
正

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

先
進
自
治
体
の
事
例
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

期
日
前
投
票
の
際
に
記
入
す
る

宣
誓
書
に
つ
い
て

質
問

視
力
低
下
や
手
指
機
能

の
低
下
に
よ
り
、
宣
誓
書
の
記

入
に
困
難
を
感
じ
る
方
が
い
る
。

「
書
き
づ
ら
い
」
な
ど
の
意
見

や
実
態
の
把
握
は
。

選
管
事
務
局
長

手
書
き
が
困

難
な
高
齢
者
か
ら
「
書
き
に
く

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
ル
ー
ペ
や
老
眼
鏡

等
の
補
助
器
具
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
有
権
者
か
ら
の
申
し

出
が
あ
れ
ば
職
員
等
に
よ
る
代

筆
に
て
対
応
し
て
い
る
。

質
問

宣
誓
書
記
載
欄
の
大
き

さ
や
様
式
の
改
善
は
。

選
管
事
務
局
長

レ
イ
ア
ウ
ト

の
工
夫
等
が
可
能
か
研
究
し
て

い
く
。

林田　敦子 議員（令和かがやき）

観
光
案
内
所
で
貸
出
し
て
い
る
電
動
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル

投
票
所
入
場
整
理
券
は
が
き
の
期
日
前
投
票
宣

誓
書
記
載
欄（
赤
枠
）
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羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
展
に
つ
い
て

質
問

羽
村
東
小
学
校
に
通
う

児
童
の
通
学
時
の
安
全
性
は
向

上
し
た
か
。

市
長

羽
村
東
小
学
校
正
門
前

の
歩
道
及
び
車
道
の
拡
幅
工
事

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
安

全
性
が
向
上
し
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

質
問

都
市
計
画
道
路
３・４・

12
号
線
の
う
ち
、
新
奥
多
摩
街

道
か
ら
羽
村
大
橋
東
詰
交
差
点

ま
で
の
開
通
の
見
込
み
は
。

市
長

当
該
区
間
の
道
路
用
地

を
全
て
確
保
し
て
い
る
。
現
在
、

平
面
交
差
に
よ
る
整
備
を
前
提

に
、
警
視
庁
や
東
京
都
西
多
摩

建
設
事
務
所
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
協
議
が
整
っ
た
後

に
、
詳
細
設
計
を
行
い
、
住
民

説
明
会
を
実
施
し
た
上
で
、
工

事
に
着
手
す
る
。
詳
細
設
計
が

完
了
し
て
い
な
い
現
段
階
で
開

通
の
見
通
し
を
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
。

質
問

令
和
６
年
度
か
ら
の
事

業
範
囲
内
に
お
け
る
計
画
時
の

想
定
と
現
在
の
状
況
と
の
差
異

は
。
ま
た
、
達
成
で
き
た
点
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長

令
和
６
年
度
、
７
年
度

の
建
物
等
の
移
転
予
定
棟
数
が

68
棟
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
移

転
が
完
了
し
た
棟
数
は
42
棟
で

あ
っ
た
。
羽
村
大
橋
東
詰
交
差

点
か
ら
新
奥
多
摩
街
道
ま
で
の

都
市
計
画
道
路
の
用
地
の
確
保

と
、
羽
村
東
小
学
校
正
門
前
の

歩
道
及
び
車
道
の
拡
幅
は
計
画

通
り
達
成
し
て
い
る
。
引
き
続

き
、
権
利
者
に
寄
り
添
っ
た
丁

寧
な
移
転
協
議
を
重
ね
、
着
実

に
整
備
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

濱中　俊男 議員（羽村市議会都民ファーストの会）

《Ｑ》�羽村東小学校児童の通学時の安全性は
《Ａ》�正門前の道路拡幅工事により安全性が向上した

《Ｑ》�計画人口４２００人だが現在２３００人。完了後は
《Ａ》�社会経済状況等の変化で人口想定は困難

山崎　陽一 議員（世論）

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
76
弾

質
問
『
広
報
は
む
ら
』
に
事

業
記
事
を
掲
載
す
る
目
的
は
。

市
長

市
民
に
事
業
へ
の
理
解
、

協
力
を
い
た
だ
く
た
め
。

質
問

目
標
の
「
美
し
く
快
適

で
住
み
よ
い
活
力
に
満
ち
た
ま

ち
」
と
は
、
ど
ん
な
ま
ち
か
。

市
長

市
内
や
近
隣
自
治
体
の

姿
の
想
定
で
な
く
、
利
便
性
の

高
い
駅
前
市
街
地
再
編
で
総
合

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

質
問

事
業
地
区
の
計
画
人
口

４
２
０
０
人
に
対
し
、
現
在
２

３
０
０
人
。
完
了
後
の
人
口
想

定
数
の
掲
載
は
。

市
長

社
会
経
済
状
況
の
変
化

や
土
地
活
用
な
ど
不
確
定
要
素

が
多
く
、
人
口
想
定
は
困
難
。

質
問

総
事
業
費
や
23
年
間
の

進
捗
率
が
不
掲
載
。
実
施
計
画

の
優
先
事
項
で
事
業
費
、
事
業

期
間
短
縮
の
説
明
を
す
べ
き
。

区
画
整
理
は
道
路
用
地
を
住
民

負
担
さ
せ
る
た
め
、
９
７
０
棟

の
取
り
壊
し
移
転
が
必
要
、
と

の
掲
載
を
。

市
長

引
き
続
き
、『
広
報
は
む

ら
』
等
で
、
内
容
の
検
討
と
必

要
に
応
じ
た
お
知
ら
せ
を
す
る
。

質
問

反
対
者
も
お
り
事
業
実

現
は
厳
し
い
。
面
整
備
を
避
け
、

住
民
負
担
軽
減
が
必
要
。
２
０

３
６
年
度
終
了
な
ら
優
先
事
項

の
鎌
倉
街
道
福
生
側
の
整
備
完

了
を
目
指
し
て
い
る
と
思
う
。

こ
れ
を
情
報
紙
『
ま
ち
な
み
』

に
掲
載
し
て
は
。

市
長

掲
載
内
容
を
検
討
し
、

必
要
に
応
じ
て
お
知
ら
せ
す
る
。

羽
村
市
図
書
館
の
現
状
と

今
後
の
在
り
方
を
問
う

質
問
「
本
を
貸
す
場
」
か
ら

「
本
も
借
り
ら
れ
る
場
」
へ
の

転
換
を
。

教
育
長

本
来
の
役
割
を
重
視

し
つ
つ
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
の
た
め
様
々
な
事
例

等
を
情
報
収
集
す
る
。

羽村駅西口地域の970棟を取り壊し移転させ
る区画整理

羽村東小学校横の整備された道路
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「政務活動費」とは
　地方自治法、羽村市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員が調査研究その他の活動を行
うために必要な経費の一部として、会派に交付される経費のことです。

年額18万円(月額15,000円×12か月)に会派の所属議員数を掛けた金額です。

・先進的な施策を行っている自治体等への視察経費
・研修会の参加費
・参考図書や資料等の購入費やコピー代　　　　　　などです。

詳しい内容は
　各会派は政務活動費の収支報告書を翌年度の４月30日までに作成し、残額がある場
合は、市に返還します。会派別の収支報告書は市公式サイトに掲載しています。

　５月27日、全国市議会議長会より、２名の
議員（浜中順議員、高田和登議員）が在職10
年以上の表彰状を贈呈されました。

令和７年度の各会派の政務活動費報告

いくら交付されているの？

どんなことに使っているの？

令和7年度収支状況� （単位：円）
会派 人数（人） 交付額 政務活動費充当額 残額 (返還額 )

新政会 5 900,000 607,511 292,489 
公明党 4 720,000 720,000 0 
令和かがやき 2 360,000 45,802 314,198
日本共産党 2 360,000 56,856 303,144 
市民ネットワーク 1 180,000 141,563 38,437
羽村市議会都民ファーストの会 1 180,000 1,025 178,975
世論 1 180,000 180,000 0 
つながる力 1 180,000 89,596 90,404
双葉会 1 180,000 12,795 167,205 
計 18 3,240,000 1,855,148 1,384,852 

議員表彰

表彰された議員（左から、浜中順議員、高田和登議員）
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　市議会では、市民の皆さんの暮らしに直結した内容を話し合っています。
　どんなことがどのように話し合われているのか、ぜひ皆さんに合ったスタイルでご覧ください。

直
接
見
る

※傍聴時は、審議等の妨げにならないよう注意事項があります。
詳細は市公式サイトから「市議会」→「議会傍聴のご案内」に進み、ご確認ください。左のQRコードからアクセ
スできます。

①議会の当日に市役所
４階の議会事務局に
お越しください。 ③５階の傍聴席入口からお入りく

ださい。
　閲覧用資料もご覧いただけます。

②傍聴人名簿に記
入し、傍聴券と
資料をお受け取
りください。

④お帰りになる際
には、傍聴券を
議会事務局まで
お戻しください。

　市議会では、市民の皆さんの暮らしに直結した内容を話し合っています。

傍聴 配信 閲覧・ ・ ガイドガイド議会を身近に

♦生中継で観る.... 多摩ケーブルネットワーク（ＴＣＮ）で生中継をしています。

♦録画映像.......... 会議が行われた３日後（土日・祝日は除く）からご覧になれます。
 　　　　で観る 羽村市公式サイトから　「市議会」→「インターネット中継」→「羽村市議会インターネッ

ト中継（外部サイト）」に進んでください。

録画映像
はこちら画

面
で
観
る
（
本
会
議
）

読
ん
で
み
る

♦紙で読む.....羽村市図書館、市政情報コーナー（市役所１階）に、会議録の冊子があります。

♦サイト .....羽村市公式サイトから
　　　で読む  「市議会」→「会議録の検索と閲覧」→「会議録の閲覧と検索（外部サイト）」に進んでください。

会議録
サイトは
こちら

日付やキーワードで
検索してみよう！
※6月定例会は8月末に
掲載。
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令和８年５月１日～令和８年７月３１日の主な活動

5月

８日	 ▪第３回文教厚生委員会
		  ▪第４回議員全員協議会
		  ▪�多摩都市モノレール建設促進及び公共交通

対策特別委員会行政視察（あきる野市）
11日	 ▪行政視察受入れ（長野県須坂市議会）
12日	 ▪文教厚生委員会行政視察（羽村第三中学校）
20日	 ▪西多摩地区市町村議会定例会
25日	 ▪第７回議会運営委員会
		  ▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会理事

会・総会
26日	 ▪行政視察受入れ（三重県伊勢市議会）
		  ▪羽村市土地開発公社評議員会
		  ▪監査委員協議会
27日	 ▪全国市議会議長会第102回定期総会
28日	 ▪文教厚生委員会行政視察（羽村西小学校）
29日	 ▪東京都三多摩地区消防運営協議会通常総会
		  ▪東京都市議会議長会定例総会

6月

２日	 ▪第２回羽村市議会定例会本会議（初日）
３日	 ▪第２回羽村市議会定例会本会議（2日目）
４日	 ▪第２回羽村市議会定例会本会議（3日目）
５日	 ▪一般会計等予算審査特別委員会（補正予算）
９日	 ▪第２回羽村市議会定例会本会議(4日目）
11日	 ▪第２回環境まちづくり委員会
		  ▪第８回議会運営委員会
12日	 ▪第４回文教厚生委員会
		  ▪第２回総務委員会
16日	 ▪第９回議会運営委員会

17日	 ▪文教厚生委員会行政視察（栄小学校）
19日	 ▪第４回広報委員会
23日	 ▪第２回羽村市議会定例会本会議（最終日）
		  ▪第５回議員全員協議会
25日	 ▪文教厚生委員会行政視察（小作台小学校）
26日	 ▪監査委員協議会
29日	 ▪文教厚生委員会視察（富士見小学校）
		  ▪第３回公共施設再配置調査特別委員会

7月

２日	 ▪関東都市監査委員会定期総会
		  ▪行政視察受入れ（長野県諏訪市議会）
６日	 ▪第５回広報委員会
７日	 ▪全国市議会議長会基地協議会第115回理事会
９日	 ▪西多摩衛生組合議会第１回臨時会
13日	 ▪文教厚生委員会行政視察（羽村第一中学校）
14日	 ▪文教厚生委員会行政視察（羽村第二中学校）
		  ▪第10回議会運営委員会
15日	 ▪文教厚生委員会行政視察（羽村東小学校）
		  ▪行政視察受入れ（滋賀県彦根市議会）
23日	 ▪�公共施設再配置調査特別委員会行政視察（小

平市）
27日	 ▪世界連邦宣言自治体全国協議会（オンライン）
		  ▪三多摩上下水及び道路建設促進協議会
　　　　第３委員会
28日	 ▪�第58回三鷹・立川間立体化複々線促進協

議会第45回多摩地域都市モノレール等建
設促進協議会合同総会

		  ▪三多摩上下水及び道路建設促進協議会
　　　　第２委員会
31日	 ▪三多摩上下水及び道路建設促進協議会
　　　　第１委員会

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。



ぎかいのトビラ（令和 8.8.1） 20

梅
雨
空
の
下
、
時
折
の
ぞ
く
晴
れ
間
に

初
夏
の
明
る
さ
を
感
じ
、
紫
陽
花
が
街
を

彩
る
頃
、
６
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
議
会
で
は
、
一
般
質
問
の
他
、
補

正
予
算
や
条
例
の
改
正
案
な
ど
、
市
民
生

活
に
直
結
す
る
多
く
の
議
案
に
つ
い
て
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。「
ぎ
か
い
の
ト
ビ

ラ
」で
は
、
そ
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
や
さ

し
く
、
読
み
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
紙
面
で
は

あ
り
ま
す
が
、
議
会
の
動
き
を
少
し
で
も

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
分

か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

体
調
に
は
十
分
ご
留
意
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＼９月定例会の予定／

〈議会を見る・知る４つの方法〉

9月定例会で審議予定の
請願・陳情の〆切日は

8月14日㈮です。
■議会運営■
議会運営委員会のこと。
議事の進め方などを協議します。
■予算審査■
一般会計等予算審査特別委員会
のこと。
補正予算の審査をします。
■常任委員会■
総務、環境まちづくり、文教厚
生の３つの委員会があります。
付託された陳情や条例の審査な
どを行います。
■決算審査■
決算審査特別委員会のこと。
令和7年度決算を審査します。
※会議の予定は、変更となる場合
があります。

持ち物不要！

議場で傍聴
当日見れない時も！

の録画映像

公式記録なら！

会議録で閲覧
家でもリアルタイム！

の生中継
ケーブルテレビ インターネット

※土日・祝日
を除く。

当日、議会事務局
(市役所4階)
にお越しください

多摩ケーブル
ネットワーク(TCN)
で本会議を生中継
しています

会議の※3日後
から見ること
ができます

市政情報コーナー
や図書館では冊子
で読めます
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次の定例会は 9 月　　
議会を見よう！知ろう！




